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2014 年 2 月 23 日 礼拝メッセージ 

聖書：詩篇 16 篇 1〜11 節 

説教：あなたこそ、私の主 

 
１ 神よ。私をお守りください。 
 この詩篇を書いたダビデは若いとき、巨人
ゴリアテをたった一つの石で倒しました。そ
れがきっかけとなり、当時の王様であったサ
ウルの部下として召し抱えられていきす。戦
いにかけては右に出る者はなく、顔はハンサ
ム、楽器を演奏させればプロ並みの腕。そん
なダビデを人々が放っておくわけはありま
せん。今ならトップスターです。サウルがお
もしろいはずはありません。ダビデを激しく
ねたみ、殺そうと執拗に後を追いかけます。
そのことでダビデは友人から裏切られ、密告
され、死の危険を何度も経験しました。その
たびに「神よ。私をお守りください」と祈っ
たのだろうと思います。 
 日本では、ありがたい神さまだというのな
ら、どんな神であるか気にせず、道ばたに転
がっている石ころにでも手を合わせます。普
段は、「神など信じない」と言い放っている
人でも、困ったことが起きれば「神さま。助
けてください」と言います。ダビデも、そう
だったのでしょうか。 
 

２ 私はいつも、私の前に主を置いた。 
 8 節にこうあります。「私はいつも、私の
前に主を置いた。主が私の右におられるので、
私はゆるぐことがない。」ダビデは、困った
ときだけ思い出したのではなく、いつも主の
ことを意識していたと言っています。「そう
か、ダビデはすばらしい信仰者だった。」そ
んな結論を出したくなりますが、もう少し深
く掘り下げてみたいと思います。私の前に主

を置くとはどういうことなのか。具体的には
何をしていたのか。そこを知りたいと思いま
す。 
 ヒントはまさにこの 8節にあります。よく
考えるとちょっと理屈に合わない表現です。
私の前に主を置いたのに、主は自分の右にお
られる。まともに考えたらちょっとおかしい
と感じませんか。 
 こう考えたらどうでしょうか。まったく違
う話をするようですが、なにかを決めるには
必ず判断の基準が必要だということは、誰も
がうなずくと思います。身近な例で言えば、
スーパーで野菜を買うときにどれを選ぶか、
いろいろ考えるでしょう。割安感があるか。
新鮮か。傷がないか。いろいろな基準を当て
はめます。 
 では人間の生き方はどうか。野菜を買うの
とはかなり違います。ひとそれぞれです。裕
福な生活をするためには少々危ない橋を
渡ってもかまわないと考える人もいれば、た
とえ飢えて死のうとも間違ったことはして
いけないと考える人もいます。十人いれば、
十人の生きる基準がそれぞれにあると言っ
てもよいくらいです。 
 私は若いとき、人間が生きるための本当の
基準、変わらない永遠の基準のようなものが
あるのではないかと思っていました。そのこ
とをずっと捜しましたが、わかりませんでし
た。そのうちに、日々の生活に追われるよう
になり、そんなことはどうでもよくなりまし
た。少々、心にやましいことをしても、ばれ
なければいいじゃないか。どうせ、みんな同
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じことをしているのだと開き直るようにな
りました。 
 けれどもあるとき、聖書に出会い、自分の
してきたことが罪であると教えられました。
それは厳しいことでした。でも、いっぽうで
は自分がずっと探し求めていたことがみな
聖書に書かれていることを知ったときは驚
きました。おそらく皆さんも同じ経験をされ
たことでしょう。 
 暗い道を歩こうとしても、灯火がなければ
前に進むことができません。灯火が人生の基
準になります。灯火はどこにおきますか。後
ろに置いても用をなしません。必ず前に置か
なければなりません。主が私たちの歩むとき
の灯火となってくださいましたから、「私の
前に主を置いた」という意味になります。 
 主のみことばを思い起こしながら、どちら
に進むべきかを考えます。すぐに判断がつか
ないときもあります。確信がなく、迷うこと
もたびたびです。主がはっきりと教えてくれ
たらどんなに楽だろうと、多くの方が言いま
す。主は遠くに離れていて、何も言ってくれ
ないように感じます。ところがダビデは「私
の右におられる」と言います。聖書の世界で
は「右の手」は最も優れた場所のことを指し
ます。主は、私たちのすぐ隣にいて、なにが
あってもすぐに相談に乗ってくださると言
うのです。これで、「私の前に主を置いた」
と「主が私の右におられる」の区別がわかっ
たと思います。 
 では次に考えます。主をいったいいつ相談
に乗ってくださるのでしょう。 
 

３ 助言を下さった主 
 一つ前後しますが、7 節を読みます。「私
は助言を下さった主をほめたたえる。まこと

に、夜になると、私の心が私に教える。」 
 「主が助言してくださる」というのは理解
できるのですが、後半の「まことに、夜にな
ると、私の心が私に教える」は、なんのこと
やらすぐには理解できないかもしれません。
鍵は「夜」ということばにあります。 
 何か大きな心配事や、気がかりなことに直
面したときのことを思い出してください。昼
間は忙しくしていますから、心配事をとりあ
えず脇に置いています。夜になります。布団
に入って休もうとします。昼間忘れていた、
心配なことが頭に浮かんできます。目が冴え
て寝付けなくなります。皆さんも経験がある
でしょう。その時何をしていたでしょうか。
おそらく二つあります。 
 一つ目。このむずかしい問題を乗り越える
ために、何をすればよいのか。どんな知恵が
あるのか。どんな計画が可能か。あらゆるパ
ターンを考え、自分の力で答えを出そうとし
ていました。それが一つ目です。 
 そして二つ目。どうしてこんな問題が起き
たのか。この問題の責任は誰にあるのか。犯
人捜しを始めます。どう考えてもあの人が悪
い。そう思うと、だんだん腹が立ってきます。
あの人のせいで、自分がこんな苦しい目に遭
わなければらないのかと思うと、ますます怒
りの火が燃えさかります。 
 逆のパターンもあります。こうなったのは
自分の不注意からだ、それでみんなに大変な
迷惑をかけてしまった、と自分を責め、落ち
込み、涙を流すこともあります。 
 そんな私に、主はいつ助言して下さるので
しょう。昼間ですか。ダビデは言いました。
「まことに、夜になると、私の心が私に教え
る。」布団の中で、眠られない夜を過ごして
いるとき、そのとき主の助言があったと告白
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しました。夜眠られず布団の中で右を向いた
り左を向いたりしているとき、主から確かな
お告げのようなものが聞こえてくるという
のでしょうか。ダビデにはそのような特殊な
能力があったというのでしょうか。 
 そういうことではありません。昼間、信仰
深く振る舞っているつもりでも、夜になると
どうなりましたか。先ほど言ったとおりです。
心の中で二つのことを繰り返しているので
す。自分で何とか問題を解決しようとあせっ
ていました。どこにも主を信頼する態度はあ
りません。 
 この問題の責任はあの人にあると言って、
怒りと憎しみをぶつけていました。心の中で
「あんな奴は死んだほうがましだ」と叫んで
いました。隠されていた罪が明らかになった
のは夜でした。 
 いいでしょうか。これが主の助言です。皆
さんはこう思っていませんでしたか。神さま
のアドバイスというのは、「あなたはこちら
の道を選びなさい。そうすればあなたは豊か
に祝福を受けます」、そんな声がどこからか
聞こえてくる。聞こえないにしても、心の中
に確信が与えられること。それが神のアドバ
イスだ。もちろん、そういうこともあります。
けれどもそうでないケースもあります。私た
ちの心の内にある罪があらわにされること。
それが、主の助言である。そう言えるのです。 
 

４ あなたは私に、いのちの道を知らせてく
ださいます。  
 意外でしょうか。どうしてこれが主の助言
なのでしょう。主とはどのような方なので
しょうか。 
 目の前にある問題を解決してくださる。そ
れが主なのでしょうか。そうであれば、この

世の神々と何が違うのでしょうか。主は、も
ちろん目の前の問題を解決して下さる方で
すが、その解決の仕方がこの世の神々とまっ
たく違います。 
 どんな理由であれ、人を憎み、人に怒りを
ぶつけることを、主はよしとはされません。
主の祈りで祈ったとおりです。「私たちも私
たちの負い目のある人たちを赦しました。」
人を赦せるのかどうか。神はそのことを問い
かけます。人の生きる基準として、そのこと
が軽く扱われることは絶対にありません。人
を憎んでいる限り、赦しは与えられません。
頭ではそのことを知っています。けれどもど
うしても赦すことができない。それが私たち
です。人を赦すことができないのであれば、
さばきを免れません。どうしたらよいので
しょう。こう祈るしかありません。「主よ。
私は貧しい者に過ぎません。主よ。こんな私
をあわれんでください。」 
 この祈りを主はどのように聞かれるので
しょうか。赦せない思いで苦しみ、最期は墓
に葬られ、朽ち果てるしかない私たちにこう
約束されます。「まことに、あなたは、私の
たましいをよみに捨ておかず、あなたの聖徒
に墓の穴をお見せにはなりません。あなたは
私に、いのちの道を知らせてくださいます。」 
 いのちの道がここにあります。でも本当で
しょうか。本当にこの神さまを信じてよいの
でしょうか。主が身をもって教えてください
ます。この方は罪ある者として死なれました。
けれどもこの方は墓からよみがえられまし
た。なぜだと思いますか。イエスが神だから、
ではありません。、最期まで父なる神を信じ
続けたからです。その信仰に応えるように、
父なる神は人となられたイエスをよみがえ
らせてくださったのです。私たちも同じです。
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主が歩まれたその後を一歩一歩たどってい
きます。 
 今日午後から 2014年度予算総会が開かれ
ます。これからの一年、どのように歩んでい
くのでしょうか。目に見える何かを追いたい
とは思いません。そのようなものはむなしく
消え去るだけです。私たちはむしろ、目には
見えないけれども、私の右におられ、助言を
してくださる方に、「あなたこそ、私の主で
ある」と告白をしていく。そのような群れで
ありたいと願っております。 
 
 


